


























  バンジャマン・フォンダーヌの『ユリシーズ』について 
 
 
岩 津   航 
 
 
La séparation a eu lieu, et l’exil où il est entré le suit.  
— Paul Claudel, « Pensée en mer » 
 
はじめに 

























































リからマルセイユへ向かう列車  に乗り込む場面で初めて登場する。 
 
  僕は列車に旅の目的を訊ねた 
  なぜ僕はあんなに遠くまで行きたがったのか、ベッドを離れて 
  僕のなかにこもる氷原の熱を満足させようなどと 
  ユダヤ人、当然おまえはユダヤ人だった、ユリシーズよ 
  たとえおまえがオレンジを、世界を絞っていても、 
  眠気がそこに座り込んで、目を開いていた、 
  空間は食べられないものだった  






















  なんと大地は狭いことか 
    何だって、おまえが言うのか、ユリシーズよ！ 
  (XXX, 64) 
 
  みんな、僕は思いもしなかったよ、 
  いつの日か、僕たちがこのユリシーズの旅を繰り返すことになろうとは 
  手持ちの金もない状態で  
  (XXXIV, 69) 
 




























  僕は水が何であるか、言うことができない 
   
  僕は水に先立たれ、水に追いかけられているのを感じる 
  水は心を鞭打つ  
  水は目を眩ませ、距離を攪乱する  
  水は汚れ、運命を吐き出す 
  水は親指で時間をこねる 
  水は志願者だけを求める  
























































































































































  何ものでもないことの屈辱 
  パスポートを持たない移民たち 
  どの民族にも属さず、どの国から来たわけでもない 
  みんなが違う言葉を話す 
  ささやかな目立たない人生の言葉 
  パンと破壊を求める言葉 
  優しさを、甘い蜜を、想いを、力を、 
  ひんやりしたベッドのある屋根を求める言葉…… 
  そして僕も彼らのなかにあって自分だけの言葉を話した 
  自分でも、もはや分からない言葉を 
だから自分が忘れられてしまうのが怖くて僕は足を踏み出した、そして叫
んだ、 
  怖れと飢えと苦しみから 
  「私だって、私だって、神なのだ。憐れみを！」 


















  一人きりでいることのつらさが、ここほど 
  我々の胸を突き刺す場所はなかった、神なき祈り、 
  分け合えない優しさ、渇きは 
  まるごと残って［…］  















































  僕は見た、1914 年に農民たちが 
  オーストリア軍から逃げるのを、牛の首をつかんで土地を離れるのを 
  その体から古い土を撒き散らして 
  彼等は死ぬために死から逃れた  




  僕はあなたたちが田舎の近しい人たちを捨てて 
  シャツの下で砕けそうな背骨でうろついたのを見た 
  ウクライナの虐殺があなたたちを都市から追い出したのだ   
  (IX, 32) 
 





  僕はあんなにも多くの生者が突然 
  死者に、あんなに多くの死者になるのを見た 
  生のべとついた水に彼等の輪郭を投げ捨てて  
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